
　今回で６回目を迎えるセミナリヨ版画展が、3月3日㈯から11日

㈰まで開催され、福岡や熊本など、県外からも含めた４,869点の応

募の中から、厳正な審査で入賞・入選した作品６２８点がありえコ

レジヨホールで展示されました。

　版画展は旧有家町のころ、約４００年前に国内で初めて、日本人

による銅版画が制作された歴史を持つ事から企画され始まりました。

　開場式が行われた３日には入賞者の表彰式が行われ、作品を審査

した銅版画家の渡辺千尋さんは「版画教育は日本だけのもので、知

恵と創意工夫が必要です。どの作品にも人間模様が織り込められて

いて、まれに見る迫力ある作品がならびました」と評しました。

　版画は、すべての工程をひとりで行う印刷技術の原点があります。

これから始めたい人は、今回南島原市文化協会賞に入賞された伊藤

大吉さんが代表を務める「版画飛翔会」へ連絡されてみてはいかが

でしょうか。（伊藤：☎０９５７ー８２ー１６１５）

　２月３日㈯、島原市総合運動公園庭球場で、第４回県下市職員親

睦テニス大会が開催され、県内の６市、８チームがエントリー。

　今年一番の冷え込みの中、南島原市の選手は、よく走り、よく球

を拾い優勝の栄冠を手にしました。

　これまで、加津佐から深江までの異なるクラブでライバルとして

試合に出場していましたが、今回、初めて南島原市で集い参加。合

併した南島原市の新しい『チカラ』が実を結びました。

　松島市長は１００歳を迎えられた方々の

もとを訪れ、記念品と花束でお祝いしました。

いつまでもお元気で…。

●荒木ユキノさん（南島原市加津佐町己）
　明治40年２月17日生まれ

●小林　キヨさん（南島原市有家町尾上）
　明治40年２月22日生まれ

●山村　スマさん（南島原市北有馬町甲）
　明治40年２月27日生まれ

●池田　オロクさん（南島原市有家町尾上）
　明治40年3月10日生まれ

　2月15日㈭、有馬商業高等学校の生徒会役員が市役所

を訪れ、市へ５万円を寄付しました。３月末で閉校とな

る有馬商高では、平成５年度から地域清掃の際などに生

徒たちがアルミ空き缶を回収してリサイクル資金を積み

立ててきました。今回、これまで積み立ててきた金額か

ら、南島原市へ寄付金、市内の福祉施設へ車椅子2台を

贈呈しました。

　市の福祉に役立てて欲しいとの思いに、松島市長も「生

徒の皆さんが一生懸命空き缶を集めて貯めた大事なお金

です。ありがたく福祉事業に使用させてもらいます」と

笑顔で応えました。

　ほんとうにありがとうございました。　

　昨年の合併後に結成され、活動を続けている南島原市

ＰＴＡ連合会の研究発表が、２月10日㈯、ありえコレ

ジヨホールで行われ、市内各校のＰＴＡ約４００名が参

加し、日ごろの活動の意見交換などを行いました。はじ

めに、平会長が「いじめの問題は学校だけの責任ではあ

りません。私たち保護者も、人を思いやる心を身につけ

させるために、家庭でのしつけに取り組む必要があると

思います」とあいさつし、ＰＴＡ活動の重要性を呼びか

けました。

　その後の研究発表では、加津佐東小学校や新切小学校

ＰＴＡの皆さんが、それぞれの活動に対する取り組みの

状況や成果を発表しました。　

　2月16日㈮、㈳島原法人会の会員の皆さんが南島原市

教育委員会を訪れ、車いす５台を寄贈しました。同会は

企業経営と社会の健全な発展に貢献しようとする公益法

人で、島原半島内の企業約1000社で構成。毎年、交通

安全対策や地域の発展のための運営費補助など、さまざ

まな援助活動を行っています。

　寄贈式に出席した井口教育次長は「暗い話題ばかりが

多い中、とてもうれしいことです。教育現場でありがた

く使わせていただきます」とお礼を述べました。

　今回寄贈された５台の車いすは、市内の小中学校に、

福祉教育の教材として配置される予定です。

　3月19日㈪、北有馬幼稚園の卒園

式にあわせ、園児の父親による手作

り看板の除幕式が行われました。

　北有馬幼稚園では、「幼稚園を、

子どもに目を向け、子どもと共に成

長する場としよう」と園児の父親で

構成された ｢パパの会｣ を発足し、

園地の除草作業や防犯パトロール等

の活動を行っています。今回、卒園

式に向けて、毎週火曜日の夜に集ま

り、ペットボトルのキャップ（フタ）

を使っての看板作り製作を重ねてき

ました。お父さんの大きな手で一つ

ずつ並べられたキャップ…。愛情い

っぱいの看板が園児たちの卒園の記

念となったのではないでしょうか。
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